






























ルーヴル百貨店 (18551974年) の通信販売カタログを資料として, 1870年代の西欧女性服の実像を明らかに
するための研究の一環である｡ 本論では, ｢187677年 冬のファッションのイラスト・アルバム｣ のダイジェ
スト版を分析した｡
カタログでは, アイテム名, 素材, 色, 装飾, 形などが説明され, 価格が提示されている｡ 注文の際に必要な
採寸箇所なども明記され, 当時の女性服の特徴がわかる｡
カタログで販売されている既製服には 3つの形態があり, 現在ほど簡単に手に入れられるものではない｡ それ
でも支持されたのは, アイテムの豊富さ, 装飾の多様性, 素材の選択肢の広さからだ｡ 顧客は現在と同様にデザ
インのバリエーションを求めていた｡ その一方で, どのアイテムでも黒い服が圧倒的に多い｡ モダニズムを象徴
すると考えられてきた黒色は, 男性のみならず女性にも既に 19世紀後半から多用されてきたことも実証される｡
顧客にとって, カタログから服を選ぶことは, どこにいても最新ファッションを享受できるようになったとい
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表 1 パリ・ルーヴル百貨店 通信販売カタログ シーズンごとの内訳
collection tytle subtotal
BAD ALBUM de l’Ete 1872
1 COMPTOIR DES MANTEAUX ET CONFECTIONS 12
2 COMPTOIR DES PEIGNOIRS ET DES ROBES TOUTES FAITES 30
3 COMPTOIR DES ROBES MI-CONFECTIONNEES 34
4 COMPTOIR DES INDIENNES ET MOUSSELINES 15
5 COMPTOIR DES CRINOLINES ET TOURNURES 2
6 COMPTOIR DES CRAVARES ET FICHUS 9
7 COMPTOIR DES DENTELLES 8
8 COMPTOIR DES CHAPEAUX 10
total 120
BAD MODE D’ETE 1873
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 32
2 MODES ET COIFFURES 14
3 ROBES ET PEIGNOIRS TOUTES FAITES 43
4 CRAVATES ET FICHUS 13
5 JUPONS ET ROBES MI-CONFECTIONNEES 28
total 130
BWU MODES D’HIVER 187374
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 65
2 CRAVATES ET FICHUS 9
3 ROBES ET PEIGNOIRS TOUTES FAITES 32
4 MODES ET COIFFURES 25
5 JUPONS ET ROBES MI-CONFECTIONNEES 16
total 147
BAD Saison de Printemps 1875
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 36
2 ROBES ET COSTUMES TOUTES FAITES 43
3 MODES ET COIFFURES 12
4 ROBES MI-CONFECTIONNEES 9
5 JUPES ET JUPONS TOUT FAITS 30
6 COMTOIRS DIVERS 42
total 172
BWU Saison d’Hiver 1875
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 77
2 ROBES ET COSTUMES TOUTES FAITES 57
3 JUPES ET ROBES MI-CONFECTIONNEES 44
4 MODES ET COIFFURES 20
total 198
BAD ALBUM ILLUSTRE DES MODES D’ETE 1876
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 99
2 COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNES 65
3 MODES ET COIFFURES 28
4 JUPES ET JUPONS TOUT FAITS 48
5 ROBES ET TUNIQUES MI-CONFECTIONNES 17
6 CRAVATES ET FICHUS 40
7 COMTOIRS DIVERS 6
total 303
BWU Album illustre des Modes d’Hiver 187677 digest version
★ 1 MANTEAUX ET CONFECTIONS ① 32 108
★ 2 COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNES ② 8 41
★ 3 MODES ET COIFFURES ③ 4 32
★ 4 JUPES ET JUPONS TOUT FAITS ④ 24 59
★ 5 ROBES ET TUNIQUES MI-CONFECTIONNES 12
★ 6 TOURNURES ET CORSETS 6
BAD ★ 7 CRAVATES ET FICHUS 52
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BAD ★ 8 VETEMENTS POUR ENFANTS 54
total 364
BAD Album illustre des Modes d’Ete 1877
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 87
2 COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNES 87
3 MODES ET COIFFURES 36
4 ROBES ET TUNIQUES MI-CONFECTIONNES 24
5 JUPES ET JUPONS TOUT FAITS 47
6 CRAVATES ET FICHUS 53
7 VETEMENTS POUR ENFANTS 64
8 TOURNURES ET CORSETS 9
total 407
BAD Album illustre des Modes d’Hiver 187778
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 99
2 COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnes 64
3 MODES ET COIFFURES 34
4 ROBES ET TUNIQUES Mi-Confectionnes 12
5 JUPES ET JUPONS Confectionnes 64
6 VETEMENTS POUR ENFANTS 70
7 TOURNURES ET CORSETS 16
8 CRAVATES ET FICHUS 81
total 440
BNF Album illustre des Modes d’Ete 1878
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 98
2 COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnes 80
3 MODES ET COIFFURES 48
4 JUPES ET JUPONS Confectionnes 63
5 ROBES ET TUNIQUES Mi-Confectionnes 36
6 VETEMENTS POUR ENFANTS 108
7 TOURNURES ET CORSETS 21
8 CRAVATES ET FICHUS 81
total 535
BAD Album illustre des Modes d’Hiver 187879
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 90
2 COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnes 57
3 MODES ET COIFFURES 48
4 JUPES ET JUPONS Confectionnes 72
5 ROBES ET TUNIQUES Mi-Confectionnes 35
6 VETEMENTS POUR ENFANTS 59
7 TOURNURES ET CORSETS 14
8 CRAVATES ET FICHUS 76
9 LINGERIE FINE 20
total 471
BAD Album illustre des Modes d’ETE 1880
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS 97
2 COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnes 70
3 MODES ET COIFFURES 39
4 JUPES ET JUPONS Confectionnes 55
5 ROBES ET TUNIQUES Mi-Confectionnes 23
6 VETEMENTS POUR ENFANTS 168
7 CONPTOIR DES LAYETTES 32
8 TOURNURES ET CORSETS 18
9 CRAVATES ET FICHUS 121
total 623
TOTAL 3,910
BAD Bibliotheque des Arts Decoratifs, Paris, Collection Maciet
BGU Bunka Gakuen University Library

































前年分とダイジェスト版の表紙 (図 11) との間
には薄紙が 2頁挿入されている｡ 表紙の次に,
｢冬のシーズン 18761877｣ と記された口絵がつ













































































ダイジェスト版には, 表 1の★ 1の商品番号 1
番から 99番と 800番から 808番のうちの, 1番
から 32番までが取り上げられている｡ ★ 1では,
800番台の商品は頁を横に使って, 9点が 1頁の
中に並べられている｡ その他は, 1頁に 1～2点
ずつ掲載されている｡
商品名は, 多い順にマントー (manteau) 10
点, パルトー (paletot) 8 点, ヴェットモン
(vetement) 7 点, ロトンド (rotonde) 4 点,
ジャケット (jaquette) 2 点, アルスター (ul-
ster) 1点, プリス (pelisse) 1点 (これはman-
teau ou pelisseとなっている) である｡
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★ 1を見ても, 商品に舞台用コート (sortie de
bal), チュニック (長めの上衣 tunique), ヴィ







ト2)｡ ロトンドは, 丸く裁ったコート3)｡ カタロ
グの図版を見るとその通りである｡ アルスターは,
アイルランド北東部の地方の名に由来する冬のコー





























図版の下には, アイテム名, 素材, 色, 装飾,
形などが説明され, 価格が提示される｡
アイテム名の次に, 具体的な用途として ｢旅行
用 (de voyage)｣ (2点), ｢雨と旅行用 (pour la














全体に無地のラシャ (drap uni) (7点), 中で
も黒が目立つ (5点)｡ 次に特徴的なのは, モア












ate) が 10点に使われている｡ 毛皮も, 裏に飾り
にと頻繁に登場する｡ 何らかの形で毛皮が使われ
ているのは 17 点で, インド・ビーバーの毛皮








例えば 23番は ｢この服は, 前を全部ボタンで留






その他, ボー (nuds), パスマン (passe-






































★ 2の商品番号 102番から 142番のうちの 110
番から 117番までがピックアップされている｡
この中には, タイトルにあるペニョワールは 1
点も含まれていない｡ ★ 2の中にも, ペニョワー
ルという商品名はない｡ その代わり, 部屋着
(robe de chambre) が 8点, 朝用部屋着 (mati-





































素材は 4点がカシミアで, 色は 5点が黒である｡
コスチュームが 8点続く頁をピックアップするこ
とを優先した結果, オリジナル素材であるパリ





ンであるポロネーズ (polonaise) が 1点である｡
図 31でも左の 112番がこの組合せになっている｡
アンダースカートは, プリーツ (plisse) やフ








★ 2ではそうした商品は 4点ある｡ 2枚目のスカー





















たり ｢半既製品 (mi-confection)｣ であったりす
るが, これも 1873年からは必ずカタログに登場
する｡
ここでは, ★ 4の商品番号 200番から 258番の
うちの 231番までが取り上げられている｡ アンダー
スカートが 1点のみ, 後は全てスカートである｡





一方, スカートの前丈 (longueur devant),




























タが 32点中 29点で圧倒的に多い｡ 後から紹介さ











黒と他の色では, ほぼ 15フランから 20フラン
位の価格差がある｡ 例えば, シルクの黒なら 78
フラン, シルクの色無地なら 98フラン, カシミ
アの色無地なら 35フランという商品と, シルク





に ｢奢侈的織物 (すなわち模様織) から安価な織
物 (すなわち主として無地織, 続いて交織織) へ





色無地の 2種類には, どちらも ｢どんな色合い
でも｣ という但し書きがついているが, 片方に










209番である｡ 素材には ｢cashemir d’or (金の
カシミヤ)｣ という同店のオリジナル素材が用意
されている(5)｡ ｢美しい (beau)｣ という形容詞
で修飾されてもいる｡ これは本資料の中では唯一
のオリジナル素材を用いる商品で, その付加価値
が目立つ｡ 黒いファイユ (faille noire) は 180
フランで, ｢金のカシミア｣ なら 240フランだ｡
ただ色無地のファイユなら 260フランだから, オ
リジナル素材だからといって最も高いわけでない｡
なお, この ｢金のカシミヤ｣ は, ★ 4では 4点に
提案されている｡
次に, 商品のサイズを見てみよう｡ 最も多いの
は前丈 1.10 m, 後ろ丈 1.25 m, 裾周り 3 mの商品
で, 13点ある｡ 次に, 前丈 1.10 m, 後ろ丈 1.30
m, 裾周り 3 mの商品が, 6点ある｡
際立ってスカートが大きいのも 209番で, 前丈

















同様に, ｢美しい(belle)｣ ｢とても美しい (tres-
belle)｣ とか, ｢美しい品質 (belle qualite)｣
｢とても美しい品質 (tres-belle qualite)｣, ｢しな
1870年代の通販商品に見る西欧女性服の実像 207













｢ブイヨン (buillon)｣, ｢ギャザー (coulisses)｣,
｢クシュクシュのプリーツ (pli creve)｣, ｢トリ
ミング (lisere)｣, ｢プリーツ (plisse)｣, ｢ギャ
ザーを寄せた (ruche)｣, ｢フリル (volant)｣ と
いう技法が, それぞれにほとんど複数, 多くの場



























































一般に ｢既製服｣ と訳される言葉だ｡ ②では, そ
の動詞が使われている｡ ④では tout faitという
1870年代の通販商品に見る西欧女性服の実像208
言葉が使われている｡ 同じ ｢既製｣ を表す言葉が
2種類使われているのはなぜだろうか｡
toutは ｢全ての, 完全な｣ という意味の形容
詞, faireは ｢作る｣ という意味の動詞で, ｢完全
に作られている｣ という意味になる｡ confec-
tionnerも同時代の辞典によれば10) 同じ意味だが,



























洋裁がある｡ mi-cofectionne (半既製服) と表現













ン・ハーヴェイ 『黒服』 に詳しい｡ この中で特に
近代に関しては, 男性服の無彩色化に注意が向け



































シミア製の商品 112番となる (図 31の左)｡
③では, 黒のシルクモアレタフタ製で, スカー
トのサイズが最も一般的な上, 価格帯も 5点が重




















図 21 コートと既製服のカタログ 7番, 8番
(文化学園大学図書館)
図 31 既製のコスチュームとペニョワールのカ
タログ 112番, 113番 (文化学園大学図書
館)





例えば, ④の 229番は, ｢後ろにトゥルニュー
ル (腰を張り出させる下着) を付けたとてもエレ
ガントで新しい形 (forme nouvelle tres-ele-
gante, faisant tournure derriere)｣ と説明され
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